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1 ．はじめに
日本学生支援機構の調査によると，2015年の外国人

留学生の数は208,379人で，その数は近年急速に伸び

ている（日本学生支援機構 2016）．留学生が急速に増

加する一方で，留学生が日本人との友人関係を築くこ

とが重要だと認識しながらも，友人関係を築くことに

苦労をしていることが様々な研究でこれまでに指摘さ

れてきている．例えば，大橋（1991）では，大学に在

籍する留学生に質問紙調査を実施した結果，学部生が

留学生活の上で最も重要と考えていることが「日本人

の友人がいること」でありながらも，日本人の友人と

の人間関係に関する満足度が低く，そのギャップが大

きいと述べている．倉地（1988）も大学に在籍するア

ジア系学部留学生に対する面接調査を実施し，多くの

留学生が親しい日本人の友人を持っていないと指摘す

る．さらに倉地は，日本人の友人がいると質問紙に答

える学生も，面接をして話を聞くと実は浅い知人であ

ることが多いことを指摘している． 

東北大学が2012年に行った留学生対象の学生生活調

査でも，留学生がなかなか日本人の友人関係を広げら

れず，限られたコミュニティの中で生活していること

が浮き彫りとなった（東北大学 2013）．図 1 は，学内

の日本人の親しい友人の人数を聞いたものである． 1

〜 4 人と答えた留学生が約半数近くおり， 0 人と答え

た学生も16%で， 2 人と答えた学生が最も多かった

（17.7%）．図 2 は学外の日本人の親しい友人について

聞いたもので，学内と比べてさらに日本人の友人の数

が少ないことが分かる． 0 人と答えた学生が30%を占

め， 1 〜 4 人と答えた学生は40%である．

また，留学生数が増加して同じキャンパスで学んで

いても，受け入れ国の学生と留学生が自然に任されて
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本稿では，留学生が仙台に伝わるすずめ踊りを地域住民と一緒に練習し，共に仙台・青葉まつりに参加したこと
を通して，どのように地域コミュニティに越境し，どのようにアイデンティティが変化したのかについて考察する．
アメリカからの交換留学生ジェニーは，「仙台のコミュニティ」の外にいる「よそ者」として自己認識をしていたが，
すずめ踊りや仙台・青葉まつりを通して「仙台のコミュニティ」に手段的横断かつハイブリダイゼーションの形で
横断し，「仙台のコミュニティの一員」になることができた．結果, 今までジェニーにとって「想像のコミュニティ」
でしかなかった「仙台のコミュニティ」が，自分の帰属するコミュニティになった．合わせて，その「仙台のコミュ
ニティ」である日本語は，「他人のことば」から「私のことば」になったようである．これが，ジェニーに自信とモ
チベーションを与え，彼女の学習や生活にも大きな影響を与えたことが分かった．

図 1　学内/日本人の親しい友人

図 2　学外/日本人の親しい友人
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いる限り親密な交流は進まないということは，先行研

究で主張されてきている（加賀美 2006　他）．そこで，

本学ではキャンパスの国際化を進めるべく，留学生と

日本人学生が共に学ぶ国際共修が活発に行われてき

た．本稿では，学内の国際共修にとどまらず，留学生

と学外の地域住民とも共に学ぶ機会を設けることで，

留学生にどのような影響があり，変化があるのか考察

していきたい．

2 ．国際共修とは
本学では，学生交流の活発化，キャンパス内の国際

化を進めるべく，東北大学における共通教育課程の全

学教育科目の一環として，2009年から留学生と日本人

学生が共に学ぶ国際共修を正式に開講し，現在に至っ

ている（佐藤他 2011）．国際共修は，単に留学生と日

本人が机を並べて，同じ科目を履修するだけではなく，

意図的な教育介入により，言語・文化背景の異なる学

生同士が他者を理解し，己を見直し，新しい価値観の

創造を自己成長へとつながる学習体験である（佐藤他 

2011）．東北大学では，毎年50以上の国際共修の授業

が日本語または英語で開講されており，異文化コミュ

ニケーションを題材にしたものや，日本語・日本文化

に関するトピックを取り上げたものなど多岐にわたる．

他大学でも国際共修という名称ではなくとも，留学

生と日本人学生が共に学ぶ授業形態での実践が行われ

ている．例えば，北海道大学では「多文化交流科目」

という名前で，留学生と日本人学生が協働で取り組む

問題解決型・プロジェクト型の科目が実施されている

（青木・小河原 2014）．立命館大学でも「異文化交流

科目」として，留学生と日本人学生が学びあえるよう

な授業を展開し，文化や歴史など多様な異文化背景を

持った学生同士のコミュニケーションを通じて，国際

的な感覚を涵養することを目的とした授業が行われて

いる（立命館大学 2016）．

本学では，学内だけに留まらず，地域コミュニティと

ともに行う国際共修も開講され始めている．これまで，

留学生と地域との取り組みは，交流という形で行われて

いることが多かった．例えば，地域の小中学校に出向い

て小，中学生と交流活動をするという取り組みは数多く

行われているが，一時的な交流というものが多く，かつ

留学生はリソースで，小，中学生の学びの場として捉え

られていることが多い（花見・橋本 2001，大島・田村 

2001, 宮本 2010など）．また留学生がゲストとして地域

を訪問し，見学をさせてもらったり，インタビューをさ

せてもらったり，ホームステイさせてもらったりする交

流活動（中島 2014, 鈴木 2000など）も多く実施されて

きた．しかし，近年東北大学では，ひととき共に時間を

過ごし，交流をするということだけではなく，地域の方々

との協働で何かを作り上げたり，一緒に同じ目的に向

かって活動したりするという地域住民との国際共修を

行っている．ただ単にリソースとして相手を利用したり，

利用されたり，またゲストとホストの関係で一方通行な

ものというだけではなく，共に取り組む同志として活動

をしている．また，地域住民との国際共修の意義は，学

外の日本人とより深くつながれるだけではなく，日本社

会や日本文化を実際に見て触れることができるところに

もある．日本人学生や留学生といった大学生だけではな

く，子供からお年寄り，会社で働く人から自営業の人，

退職した人などあらゆるバックグラウンドを持つ日本人

と接することができ，教室の中での学びにとどまらず，

街の中やお祭りの中など実際の出来事を生教材として

学ぶことが可能になる．本稿では，そのような地域住民

との国際共修の実施の1つにおいて，留学生のアイデン

ティティがどのように変化したのかを考察していく．

3 ．本取り組みの概要
2014年から本学では留学生と日本人学生でチームを

編成し，毎年 5 月に仙台で開催されている仙台・青葉

まつりで踊られているすずめ踊りを実際に練習し，祭

りに参加するという地域住民との国際共修を実施して

いる．このプロジェクトは，東北大学の共通教育課程

の全学教育科目カレントトピックス「宮城の伝統文化

を通じた日本理解」の科目の中で行われている．練習

の中で，留学生が地域の中に入ってすずめ踊りやお囃

子を地域の人々から習ったり，大学に地域の方を招い

て踊りやお囃子の講座を開いてもらったりして，地域

の人々とともに練習をして，仙台・青葉まつりで一緒

に演舞を披露している．このすずめ踊りプロジェクト

は，表 1 のようなスケジュールで実施した．
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すずめ踊りの始まりは，伊達政宗公の時代に遡る．

青葉城建設の際に大阪堺から石工を呼んで作業をさせ

ていたのだが，夜の宴の席でその石工たちが扇子を

持って踊り始めたのが，最初と言われている．昭和に

入り，交通事情等で途絶えてしまったものを，昭和60

年に「市民がつくる市民のまつり」として復活したも

のが，現在に続く仙台・青葉まつりとなっている（仙

台・青葉まつり協賛会 n.a.）．

2016年の仙台・青葉まつりでは，143祭連，約4000

名が参加した．2016年も祭り期間中は，市街地の交通

規制を全面的に行い，街の中は祭り一色となる．そこ

からもこのお祭りがいかに仙台の街をあげて大規模に

行われ，多くの仙台市民が関わっているかが分かる．

すずめ踊りのチームは祭連（まずら）と呼ばれ，地域

の社会人サークルのような形で立ち上げられているも

のも多数あるが，それ以外に地元の小中学校で結成さ

れているもの，地元企業で結成されているものも多い．

地元の老舗デパートや銀行などの新人研修の一環と

して取り入れられていることも多く，すずめ踊りを通し

て新人の連帯感を高めるとともに，仙台の街をより深く

知るきっかけともなっているようだ．社会人サークルの

ような形で立ち上げられているものは，仙台・青葉まつ

りがある春以外も，定期的に練習をし，仙台・青葉まつ

り以外のイベントに出ている祭連も多い．また 4 月から

週 1回市民向け講座も開催されており，いずれの祭連に

も属していない市民も練習する機会を得られ，祭り本番

でもいずれの祭連にも属していない人が飛び込みで踊

れる時間も設けてある．踊りの内容に関しては，基本的

な踊りは決まっているものの，それぞれの祭連ごとにア

レンジできる箇所もあり，それぞれの祭連で独自のテク

ニックを披露したり、工夫を凝らしたりしている．また

学校対抗の「学園天国」と呼ばれるプログラムもあり，

表 1　すずめ踊りプロジェクトスケジュール

日時 内容 周囲との関わり
2016年 4 月12日（火）

8:50-10:20
オリエンテーション

（授業概要、仙台・青葉まつり、スケジュー
ルの説明など）

2016年 4 月14日（木）
19:00-21:00

市民講習会 地域のすずめ踊り・太鼓インストラクターから
の指導
仙台市民とともに練習

2016年 4 月19日（火）
8:50-10:20

第 1 回すずめ踊り練習（必須） 地域のすずめ踊りインストラクターからの指導

2016年 4 月21日（木）
19:00-21:00

市民講習会 地域のすずめ踊り・太鼓インストラクターから
の指導
仙台市民とともに練習

2016年 4 月24日（日）
10:00-12:00

第 1 回お囃子練習（必須） 地域の太鼓インストラクターからの指導

2016年 4 月26日（火）
8:50-10:20

第 2 回すずめ踊り練習 地域の太鼓インストラクターからの指導

2016年 4 月28日（木）
19:00-21:00

市民講習会 地域のすずめ踊り・太鼓インストラクターから
の指導
仙台市民とともに練習

2016年 4 月29日（金/祝）
10:00-12:00

第 2 回お囃子練習（お囃子担当の学生必
須）

地域の太鼓インストラクターからの指導

2016年 5 月 8 日（日）
10:00-12:00

第 3 回お囃子練習（お囃子担当の学生必
須）

地域の太鼓インストラクターからの指導

2016年 5 月10日（火）
8:50-10:20

最終回すずめ踊り・お囃子合同練習（必
須）

地域のすずめ踊り・太鼓インストラクター，留
学生先輩からの指導

2016年 5 月12日（木）
19:00-21:00

市民講習会 地域のすずめ踊り・太鼓インストラクターから
の指導
仙台市民とともに練習

2016年 5 月14日（土） 仙台・青葉まつり
2016年 5 月17日（火）

8:50-10:20
振り返り
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大学や専門学校でサークルや部活動として練習してい

る祭連がすずめ踊りとオリジナルダンスを組み合わせて

演舞し，競い合う．東北大学も2015年，2016年と参加し，

2015年には 3 位に当たる「マタアイマ賞」を受賞してい

る．このように仙台・青葉まつりは，伝統を引き継ぐと

いう要素もあるが，地域で作り上げていく祭りという雰

囲気が強いお祭りでもあり，誰でも参加できる広く開か

れた祭りで，留学生も問題なく参加することができるも

のとなっている．

4 ．越境
この地域住民との国際共修では，留学生たちは大学

の中にある自分たちのコミュニティから地域のコミュ

ニティへとコミュニティ間を移動し，学びを深めた．

こういったコミュニティ間の移動は越境と呼ばれ，「人

やモノが複数のコミュニティをまたいだり，異質な文

脈同士がその境界を越えて結びついたりする過程を，

さらには，そこで起きる人々やモノの変容過程」と定

義づけられている（香川2015: p.35）．この越境という

概念は，これまで看護や企業インターンシップ，保育

の分野で用いられ（香川 2012, 香曽我部 2013, 松本 

2013など），越境をすることによって起きる学びの深

まりについて論じられてきた．これまでの越境に関す

る研究で，留学生の地域コミュニティへの越境に関し

て論じられてきたことはほとんどない．

香川（2015）によると，異なる文脈間をまたぐとい

う文脈間横断には， 3 つのタイプがある：

（ 1）状況間移動

状況間移動では，時間的に前後するような形で複数

のコミュニティや状況間を一方から他方に移動する，

あるいは両者を往復する．例えば，学校から職場への

移動が挙げられる．学校を卒業し，社会に出て，ある

職場で働くという移動だ．看護学校であれば，座学で

学んだ知識やスキルを病院という職場で活用するとい

うことになる．

（ 2）手段的横断

手段的横断とは，現在直接参加しているコミュニティ

や状況での目標を達成するために他の状況に手段とし

てアクセスする過程か，あるいは逆に，別の状況での目

的を達成するために，ある状況に手段として参加する過

程を意味する．例えば，営業の部署の人が顧客に今ま

で以上に詳しい商品説明を行うために一定期間工場で

一緒に働き，商品の仕組みを学び，その後営業職に戻っ

て，工場で得た知見を生かし，顧客により詳しく商品に

ついて説明できるようになるだろうし，商品についてわ

からないことがあれば，工場で一緒に働いた際に知り

合った人たちに質問することもできるだろう．

（ 3）ハイブリダイゼーション

ハイブリダイゼーションは，異質な文化が同じ時間

や場所で交わり，新たな実践や物や知識を創造してい

く過程である．例えば，地域の商店街と大学のゼミが

共同で地域活性化のプロジェクトに取り組み，これま

での商売の実績と，若者ならではの新しい視点，学術

的な理論など様々な異質の文化や実践が交じり合い，

そこで新しい取り組みが生まれるというのが例として

考えられる．

　

香川（2015）は，これらの 3 つのタイプを列挙した

上で，これらのタイプは実際の場合，複合して起こる

ということを強調している．例えば，地域の商店街と

大学のゼミとの協働プロジェクトにおいて，地域の商

店街の店主にとっては日頃の商売の状況からプロジェ

クトの状況への状況的移動であるし，大学生にとって

も同じことが言える．また，商店街の店主にとっても，

大学生にとっても，この協働プロジェクトを手段とし

て，ここで得られた知見を日頃の商売や学業に役立て

ていくということも考えられる．

また越境では，アイデンティティの変化を伴い，か

つアイデンティティの変化は重要な役割を果たすとさ

れている（青山 2015）．しかし青山（2015）では，越

境する中で，具体的にどのようなアイデンティティの

変化が起きるのか，それが学びにどのような影響が与

えられるのかまでは述べられていない．

そこで本稿では，留学生が地域コミュニティにどの

ように越境し，どのようにアイデンティティが変化し

たのかについて考察していきたい．
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5 ．データ収集
本研究でのデータ収集は，参加した留学生からと地

域住民から行った．まず，留学生に関しては，プロジェ

クト期間中の参与観察と祭り終了後に留学生が提出し

たレポートから行った．必要に応じてレポートをもと

にフォローアップの質問をメールでやりとりした．今

回はプロジェクトに参加していて，レポートでアイデ

ンティティの変化のついて詳しく言及していた 1 名の

留学生，ジェニー1に焦点を当てる．

ジェニーは，アメリカからの交換留学生で，本学に

は， １ 年間交換留学生として在籍した．Exchange2と

呼ばれる，教授言語が英語の文系学生対象のプログラ

ムに参加した．特に日本に関係のあるリベラルアーツ

を英語で学べ，日本語もしっかり学べるプログラムに

なっている．このことから，このExchangeに来てい

る学生は，このプログラム専用に開講された科目を履

修することになっており，ほぼ同じプログラムの学生

と毎日授業を一緒に受けることになっている．また，

日本語のクラスも初心者に関しては，Exchange専用

のクラスとなっており，すべてのクラスメイトは

Exchangeに所属している学生である．日本語科目が

必修のため，プログラムの中で週 4 コマ，計 6 時間日

本語を学ぶことになっている．ジェニーは，日本語初

心者で来日した．このプログラムではフィールドト

リップやフィールドワークが多く含まれ，より実践的

なカリキュラムとなっており，教室の外でも同じプロ

グラムの他の学生と交流を深められるものになってい

る．さらに，日本人学生の支援団体があり，このプロ

グラムの交換留学生の仙台での生活や大学での勉学・

研究をサポートし，より充実した学生生活を送れるよ

うに支援しており，この日本人学生たちとの交流も大

変活発である．このことから，Exchangeは，他の交

換留学プログラムや学位取得プログラムに比べると，

学生同士が非常に親密である．

次に，地域住民についてであるが，踊りとお囃子の

インストラクターとして，東北大学の学生に指導をし

てくださった地域住民の皆さんからのアンケートやそ

の方々と筆者とのメールでのやり取り，留学生たちが

地域の練習や仙台・青葉まつりに参加した際の様子を

参与観察したものをデータとした．踊りのインストラ

クターは 3 名おり， 3 名とも長くすずめ踊りに携わっ

ており，すずめ踊りの親善大使である伊達の舞という

祭連でも活躍している．中でも，リーダー的存在の村

上さん3は，留学経験があり，外国人とのコミュニケー

ションや英語での意思疎通でも全く問題ない人物で

あった．また仕事も国際交流関連のことをされており，

仙台に住む外国人と接することにも非常に慣れてい

る．東北大学が仙台・青葉まつりに参加するようになっ

てから，インストラクターとして指導してくださって

いる．お囃子のインストラクターの皆さんは，和太鼓

を演奏する社会人サークルで，長年活動をされ，様々

なイベントで演奏されており，仙台・青葉まつりでも

誰でも参加できる踊りのプログラムでのお囃子を長年

担当されている．この和太鼓の団体の副代表の鈴木さ

ん4は，本学で長年留学生の支援をボランティアでさ

れており，そこで筆者と知り合い、留学生の太鼓の指

導をお願いすることになった．そのため，鈴木さんは

普段から留学生や外国人に接することに慣れている

し，留学生と親しくなりたいと思っている方である．

6 ．ジェニーのアイデンティティの変化
ジェニーは，すずめ踊りに参加する前の自分のこと

をレポートで次のように述べていた：

Most days, I feel like I live in a strange, 

isolated bubble. As an exchange student, 

I’m technical ly a student at Tohoku 

University but I honestly don’t interact 

with other, “real” students and nothing in 

Exchange really encourages it. And although 

I live, shop, and study here, I really never 

feel like I belong here. You never get used 

to being stared at while you’re trying to 

buy groceries, or people actively avoiding 

being near you. It’s an odd sort of half-life to 

live. 

仙台で生活する大半は，不可思議な孤立して
いる泡の中に住んでいるような気がしてい
た．交換留学生として，手続き上は東北大学
の学生なんだけれども，正直に言って他の人
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たち，つまり「本当の」学生とやりとりする
ことはないし，Exchangeのプログラムには
そういった機会はなかった．私はここに住み，
買い物をし，勉強をしているのだけれども，
私がここに属していると感じることは本当に
一度たりともなかった．日用雑貨を買おうと
している時に，人からじろじろ見られること，
あからさまに人から避けられることに慣れる
ことはなかった．半分だけ生きているような，
そんな変な感じだった．
*交換留学プログラムの名前は筆者が仮名に

変更した以外は英語原文ママ．訳責筆者．以

下同様．

フォローアップのメールでは，ジェニーは自分のこ

とを次のように語っている：

I really felt like an outsider, not like 

someone who actually lived and studied in 

Sendai.

私は，自分は実際に仙台で生活をし，勉強を
している人でじゃなくて，まるでよそ者のよ
うだと感じていた．

Exchangeの活動で観察されるジェニーは，内気で，

研修旅行などでも一人でいることが多い学生だった．

Exchangeでは，交換留学生が自分の母国の言葉や文

化を毎週１回 1 時間決まった曜日の時間に教えるとい

うプロジェクトがあり，多くの交換留学生が喜んで参

加していた．彼女が在籍していた年は，その交換留学

プログラムに彼女以外の英語のネイティブスピーカー

がおらず，取りまとめをしていた日本人学生が何度か

ジェニーに参加をお願いしたが，ジェニーは最後まで

首を縦に振らなかった．

その一方，すずめ踊りの練習にはとても熱心に参加

していて，グループで考える学校対抗プログラム「学

園天国」用のオリジナルダンスにも積極的に関わって

いた．スケジュールから見てわかるように，短期間で

集中的にすずめ踊りを習得し，お祭りに参加するとい

うスケジュールになっている． 4 月に来たばかりの交

換留学生も多く，慣れない中での練習となる．オリジ

ナルダンスは国際共修のクラスを 5 つのグループに分

け，各グループ持ち時間15秒で，各グループ選曲から

振り付けまで行い，本番では 5 グループの15秒ダンス

を繋げて披露した．オリエンテーションで学校対抗の

プログラム「学園天国」の説明をし， 2 週間後の 4 月

26日の練習で各グループ見せ合うことになっていた．

ほとんどのグループが完璧ではなくとも，選曲，振り

付けをし，全員がなんとか踊れるレベルになって，ク

ラスで踊りを披露した．しかし，ジェニーのグループ

は，非常に振り付けの難しい曲を選んでしまい，一応

途中まで振り付けはしたようだが，全員で相談をしな

かったようで，分かっていないメンバーもおり， 4 月

26日のクラスで見せる際に最後まで踊ることはできな

かった．そのことが悔しかったのか，ジェニーのグルー

プのリーダーが泣き出してしまった．ジェニーはそば

でそのリーダーの学生を励まし，リーダー一人のせい

じゃない，まだ時間はある，みんなで一緒に考えれば

できると声をかけていた．

また授業外の練習でもジェニーは地域の練習会にオ

リエンテーションの翌週から参加し，そこから仙台・

青葉まつり本番まで 3 回すべて参加した．地域の人た

ちに混じって一生懸命踊りを練習していた．

彼女はこのころの精神状態について，フォローアッ

プのメールで次のように説明してくれた：

I was getting better by the time the spring 

semester arrived, but I was still struggling 

with all these doubts.

春学期が来た時までには，状況はだいぶ良く
なっていたけれども，それでもなお不信感に
苛まれていた．

そして，仙台・青葉まつりに参加した後のことをレ

ポートに次のように書いている：

That all changes when I go to festivals. 

There, I’m one of hundreds, maybe even 

thousands, celebrating a common idea like 

love or community.  
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それら（仙台への帰属感がなかったことや，
孤立しているように感じていたこと）は，仙
台・青葉まつりに参加したことですべて変
わった．そこでは，私は愛情やコミュニティ
などそんな同じ考えを一緒に分かち合い，喜
びあう何百人，いやおそらく何千人の一人
だった．
*括弧内は筆者加筆．以下同様．

I adored that these experiences allowed me 

to feel like I was really a part of Sendai’s 

community. 

これらの経験（すずめ踊りを地域住民ととも
に練習したことや仙台・青葉まつりに参加し
たこと）によって，私は自分が本当に仙台の
コミュニティの一員なのだと感じることがで
きたことを心からありがたく思っている．

コミュニティの一員として感じることができた理由

をフォローアップのメールで次のように説明してくれ

た：

When we danced in the festival, and I was 

surrounded by Sendai’s citizens who were 

all smiling and laughing with me, I really 

felt like I had made the right choice in 

coming to Tohoku University.

仙台・青葉まつりで踊って，私と一緒に笑顔
で，そして楽しそうにしている仙台の人たち
に囲まれて，私にとって東北大学に来るとい
うのは，正しい選択だったんだなと心から感
じることができた．

すずめ踊りでは仙台・青葉まつりに参加しているす

べての踊り手，お囃子は法被を着る．そして，すずめ

を模して鼻筋に白粉で線を引き，目尻に口紅で赤い線

を引く．さらにそれぞれの祭連ごとで法被の色が違い，

化粧も少しずつ異なる．踊りに関しても，基本の踊り

は決まっているが，そこから各祭連がアレンジを加え

ることもできる．街全体が一体感を持ち，法被ごとも

それぞれの統一感を持つ雰囲気となる．このような雰

囲気が，彼女に仙台のコミュニティの一員としてのア

イデンティティをもたらす一助となったのかもしれな

い．

またコミュニティの一員として感じた経験は，彼女

の学習にも影響を与えた．フォローアップのメールで

次のように説明してくれた：

Because of that realization, I felt much more 

confident in my studies and my own 

Japanese skills. I became more confident in 

going out and exploring the city and things 

like that. I really feel like, in those last 

months, I really enjoyed the most out of my 

study abroad session. So now I’m more 

sure than ever that I want to come back to 

Japan and I want to keep studying Japanese 

and get even better. 

それ（東北大学に留学したことは正しい選択
だったということ）に気づくことによって，
私は自分の勉強や日本語の能力にもっと自信
が持てるようになった．外に出たり，街中に
行ったりするときも，自信を持って行動でき
るようになった．そして私の留学生活の最後
あたりは，私の留学生活の中で一番楽しめた
時間だった．今は日本にまた行きたいという
気持ちが今までよりも確かだし，日本語の練
習を続けて，もっと上手になりたいと思って
いる．

7 ．地域住民から見た留学生の越境
越境は，誰の目線で語るのかが大きな意味を持つと

香川（2016）が指摘しているように，越境は越境する

側の人間だけの問題ではない．越境をする人間がいれ

ば，当然それを迎え入れる側の人間がいる．ここでは，

留学生を迎え入れてくれた地域住民の受け止め方につ

いて見ていきたい．

留学生にすずめ踊りを教えてくれた地域のインスト

ラクターの方から，仙台・青葉まつり後のお礼のメー

ルのやり取りで，次のような内容があった：
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舞台，流しともに留学生のお友達であろう外

国人の方が，青葉祭りを見に来てくれるよう

になって，観客に外国人が増えてきたのは東

北大学チームのおかげと思います．東北大学

の紫の法被もだんだん祭に馴染んできました

ね．

　

村上さんは，長年仙台・青葉まつりに参加し，これ

までの仙台・青葉まつりをとてもよくご存知な人物で

ある．その彼女の東北大学が参加したことによる変化

に対する気づきである．

またお囃子の指導で関わってくださった和太鼓の

チームの方々からは，留学生との交流について事後ア

ンケートで次のようなコメントをもらった（原文ママ）：

・去年に引き続き 2 回目の参加です．親子と

もども留学生の皆さんと交流する場があるこ

とが，異文化交流を自然に行えて嬉しく思っ

ています．また，和太鼓団体の一員としては

留学生に太鼓に興味をもってくれる方が多

く，青葉祭が終わってからも交流が続いてい

るのがありがたいです．

・留学生のみなさんが日本の，そして仙台の

文化に興味を持って積極的に参加してくれる

事にこちらとしても喜びを感じます．みんな

が楽しんでいる姿に我々も元気をもらえる

し，刺激になるので，また今後共関わらせて

頂ければ嬉しく思います．

この和太鼓の団体自体の雰囲気も留学生と関わる事

に当初からとても前向きだったこともあり，最後のコ

メントも非常にポジティブなものが多かった．また，

複数回和太鼓の練習を重ね，指導してくださっている

ことから，留学生とも関係構築ができ，ソーシャルネッ

トワークサイトやEメールなどで引き続き交流をして

いるようである．

しかし，この踊りとお囃子の指導の方々のように留

学生や外国人とのコミュニケーションに慣れており，

最初から何の抵抗もない方々ばかりだったわけではな

い．市民向けに開講されているすずめ踊り講座に留学

生が参加したいという話をしに行った際は，仙台・青

葉まつり事務局の方々は非常に好意的に受け止めてく

ださったが，実際の市民講座をされている方は，当初

はとても戸惑われていた．これまで外国人の参加がな

かったようで，留学生が参加する際には，必ず引率し

て通訳してほしいとお願いされた．宮城県は，東日本

大震災の影響もあり，都市の大きさの割に外国人がと

ても少ない傾向がある．在留外国人の人数を見ると，

2015年 は17,708人 で， 日 本 全 体 の 在 留 外 国 人 数

2,232,189人のたった0.8%である（法務省 2016）．なか

なか日常生活で外国人と接することがない地域住民の

方々にとって，ことばの通じない留学生が練習に交じ

ることで戸惑ってしまうのは，当然のこととも言える．

だが，実際講座が始まってみれば，仙台・青葉まつ

りがあらゆる人たちに開かれたお祭りであり，様々な

人たちがこれまでにすずめ踊りを踊ってきたこともあ

り，すぐに打ち解けた．踊りの練習の合間には手ぬぐ

いの巻き方，帯の縛り方を指導してくださり，身振り

手振りで説明をしてくださって，最後に実際に頭に手

ぬぐいを巻いた姿に「クール！」と親指を立ててにっ

こりと笑ってくださった．それを見ていた留学生も拍

手をしたり，歓声をあげたりして，通訳なしでも十分

なコミュニケーションが成り立っていた．仙台・青葉

まつりでも，この講座に参加した市民の方々が，会場

で会えば手を振ってくださったり，声を掛けてくだ

さったりした．

8 ．アイデンティティの変化と越境
ジェニーは，このすずめ踊りのプロジェクトに参加

し，仙台・青葉まつりに参加するまで，自分自身のこ

とを「手続き上の東北大学の交換留学生」と位置づけ，

まるで仙台で生活もしていなければ，仙台で勉強して

いるわけでもないかのような「よそ者」と位置づけて

いた．ジェニーが考えている「仙台のコミュニティ」

からは，じろじろ見られたり，避けられたりしている

ように感じ，そもそも文脈間の横断すらできない，相

手のコミュニティに拒否されていると感じていた．市

民向け講座へ留学生の参加の話をした時にも，ことば

の通じない外国人の参加は初めてのことで，戸惑って
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いらっしゃる様子を感じた．そこからもやはり，留学

生，外国人と地域住民の間に壁とまではいかないが，

今まで接する機会がなかった故の隔たりがあったと言

える（図 3 ）．

当初は筆者が通訳として間に入ったり，留学生や外

国人に慣れているインストラクターが基本を教えたり

「仲介者」が介在することで，地域住民や地域の伝統

と留学生をつないでいたが（図 4 ），練習を重ね，地

域の人たちとともに同じ目的に向かって取り組む中

で，「仲介者」を介することなく，市民講座に参加し

ている地域住民やインストラクターとコミュニケー

ションをとりながら，練習することができた．確かに

数回の練習であり，完全にそのコミュニティで暮らし

たり，働いたりするわけではなかったが，同じ目標に

向かってともに参加したという点では，新たな実践を

創造していたといえるのではないだろうか．あらゆる

人に開かれた仙台・青葉まつりに参加することを通し

て，困難だった文脈横断を容易にすることができ，地

域の輪の中に入ることができた．この文脈横断は，す

ずめ踊りを習うために地域のコミュニティに参加した

という点で，手段的横断とも言えるし，地域住民とと

もに練習をして仙台・青葉まつりを盛り上げて行った

という点でハイブリダイゼーションとも言えるだろう

（図 5 ）．

そしてジェニーは，すずめ踊りをしている地域のコ

ミュニティに越境することで，「仙台のコミュニティ

の一員」としてのアイデンティティを獲得することが

できた．そのアイデンティティの変化により，日本語

の学習やその他の交換留学プログラムでの学習に自信

が持てるようになるとともに，今まで仙台で生活する

ことに関しても疎外感を感じていたのが，その疎外感

がなくなり，自信を持って過ごせるようになった．

ジェニーが仙台・青葉まつりに参加する前までは，

自分自身は，仙台で生活を営む人たちや日本人学生と

は別のところにいると位置づけていた．そのときの

ジェニーにとっての仙台で生活を営む人たちや日本人

学生たちのコミュニティ「仙台のコミュニティ」は，

「想像のコミュニティ（imagined community）」（Kanno 

and Norton 2003）であった．「想像のコミュニティ」

とは，即座に接することができず，アクセスすること

もできないコミュニティで，私たちの想像力でのみ繋

がることができる人々のグループである（Kanno and 

Norton 2003）．これはWenger（1998）で述べられて

いるような，実際に接することができる確かな関係性

の中でのコミュニティの実践への直接的な参加や，そ

のコミュニティへの貢献だけがコミュニティに所属し

ているということを意味しているのではないという考

えに基づいている．

ジェニーの場合は，Wenger（1998: p.164）が提唱し

ているような「非参加」が彼女のアイデンティティを作

図 3　地域住民と留学生のコミュニティの隔たり

図4　仲介者でつながる地域住民と留学生のコミュニティ

図 5　留学生が地域住民のコミュニティ越境
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り出している．私たちは必ずしも実践に関わることだけ

でアイデンティティを形成しているわけではなく，関わ

らないということでもアイデンティティを形成している

のだ（Wenger 1998）．つまり，ジェニーは想像のコミュ

ニティである「仙台のコミュニティ」に非参加である自

分というところからアイデンティティを形成していた．

そのときは日本語という言語は，仙台で生活を営む人た

ちや日本人学生たちのことばであり，ジェニーにとって

「他人のことば」であったと考えられる．

仙台・青葉まつりの後は，自分が想像していた「仙

台のコミュニティの一員」になることができ，ジェニー

が想像していたコミュニティが自分が所属するコミュ

ニティとなった．それと同時に，そこで使われている

日本語は，「他人のことば」から「私のことば」に変

化したのではないだろうか．

「仙台のコミュニティ」の外にいるときは，その内に

いる人たちとはやりとりすることがないので，そこで使

われている日本語という「他人のことば」を使う意義も，

意味もなかったが，ジェニーにとって「仙台のコミュニ

ティ」に越境し，自分のコミュニティと認識できるよう

になった時点で，そこで使われている日本語もコミュニ

ケーションの手段として彼女にとって「私のことば」に

なり，意味をなすものになった．それによって，彼女は

日本語を使うということに自信を持ち，さらにアメリカ

に帰った後も日本語の勉強を続け，上達して日本にまた

来たいと考えているのではないだろうか．

9 ．まとめ
本稿では，アメリカからの交換留学生，ジェニーが

地域コミュニティに入り，地域住民と同じ目的に向

かって共に取り組むことによって，どのような変化が

あったのかについて考察した．ジェニーがすずめ踊り

の練習や仙台・青葉まつりへの参加を通して，どのよ

うに地域コミュニティに越境し，どのようにアイデン

ティティが変化したのかについて議論した．文脈を横

断することに困難があったものの，手段的横断かつハ

イブリダイゼーションの形で横断することで，ジェ

ニーは新しいアイデンティティを獲得した．「仙台の

コミュニティ」の外にいる「よそ者」として自己認識

をしていたが，すずめ踊りや仙台・青葉まつりを通し

て，「仙台のコミュニティの一員」になることができた．

それによって，今までジェニーにとって「想像のコミュ

ニティ」でしかなかった「仙台のコミュニティ」が，

自分の帰属するコミュニティになった．合わせて，そ

の「仙台のコミュニティ」のことばである日本語は，

「他人のことば」から「私のことば」になったのでは

ないだろうか．これが，ジェニーに自信とモチベーショ

ンを与えた．ジェニーは，地域のコミュニティに越境

したことで，新しいアイデンティティを得，それが彼

女の学習や生活に大きな影響を与えたことが分かった．

本研究において，考察できなかったことも多い．ジェ

ニーの越境のプロセスに関して詳しいデータ収集を

行っていないため，なかなか文脈を横断することがで

きなかったことは，データから分かったが，越境の中

での彼女の異文化への葛藤や戸惑いまでは，分析する

ことができなかった．また，このプロジェクトには50

名程度の留学生が参加した．地域のコミュニティへ越

境し，活動する中で，それぞれに異なる越境の形や影

響があったのではないかと思う．香川（2015）でも，

越境のプロセスは十人十色であると述べられている．

ジェニー以外の様々な留学生の越境によるアイデン

ティティの変化，越境のプロセスも考察していく必要

がある．日本人学生のこのプロジェクトを経ての変化

も,分析し，議論していく必要がある．そして，地域

住民との国際共修は，様々な実践が考えられる．例え

ば，本学では仙台の老舗デパートと一緒に，外国人観

光客を呼び込むにはどうしたらいいかともに考える

PBL型の国際共修を行っている．そこでは，このす

ずめ踊りの取り組みとは違った，留学生の変化が見ら

れるかもしれない．様々な実践での地域住民との国際

共修について調査していく必要がある．

注

１ ）仮名である．

２ ）仮名である．

３ ）仮名である．

４ ）仮名である．
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